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今号では、ロシアの調査会社Tebiz Group発行「ロシアのLNG市場分析」から、2024年のロシアの

LNG（液化天然ガス）の生産・輸出動向を紹介する。ご存知のとおり、ロシアは2022年２月のウクライ

ナ侵攻以降、エネルギー製品の生産や輸出データの公表を制限している。国際機関や各国税関当

局が発表するデータとの間に多少の差はあるものの、侵攻の長期化と西側との関係対立がもたらし

た輸出先の変化など、資料を分析することは、ロシアのLNG部門をより的確にとらえるヒントになるは

ずである。 

 

 

2024年にロシアで生産された液化天然ガス（LNG）は3,467万3,600ｔとなり、前年から5.4％増加

した。ロシアは2009年にサハリン２プロジェクトでのLNGを初めて輸出して以降、2017年に「ヤマル

LNG」、2024年には「アークティクLNG２」での出荷をそれぞれ開始し、生産量を飛躍的に増やしてき

た。2022年のLNGの生産量は3,300万ｔを超えて、LNG生産・輸出国として存在感を高めてきた。し

かし、2023年は一転して前年比2.4％減と落ち込んだ。それでも2024年には再び増加に転じ、 

3,400万ｔを突破して過去最高を記録した。 

ロシア最大のLNG生産地域はウラル連邦管区で、そのほか極東連邦管区、北西連邦管区などが

上位を占める。生産量の内訳を見ると、全体の６割以上がヤマルLNGとアークティクLNG２の両プロ

ジェクトを抱えるウラル連邦管区で、約３割がサハリン２プロジェクトの所在する極東連邦管区となっ

ている。 
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